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「四無量心」 しむりょうしん

キリスト教の「愛」とは
敵さえも愛する「無償の愛」アガペー

　神は神聖なものです。だから、神を愛することはできるかもしれません。
　しかし、隣人を愛することはできるでしょうか。いつも物音がうるさい、挨拶しても知ら
ん顔のお隣さんを愛することができるでしょうか。
　イエスの教えを収めた「新約聖書」はギリシア語で書かれていますが、ギリシア語には「愛」
を表す言葉が４つあります。「エロス（男女の愛）」「フィリア（友情）」「ストルゲー（親子愛）」「ア
ガペー（無償の愛）」の４つです。このうち「エロス」「フィリア」「ストルゲー」の３つの愛
は、比較的納得がいくものでしょう。好みの異性だから、友達だから、親子だから愛するこ
とができます。これらの関係では、相手も愛してくれるから愛することができます。
　しかし、イエスは言います。「自分を愛してくれる人を愛したところで、あなた方にどんな
報いがあろうか（マタイ５章 46）」
　イエスが求めているのは「～だから」という愛する条件がなくても、愛しなさい、という「無
条件の愛（無償の愛）」です。
　恋人や友人や家族でなくても、隣人のことも、知らない人のことも、知らない国の人のこ
とも愛せ、ということです。

　さらには、敵のことも愛せ、と言います。「敵
を愛し、あなた方を憎むものに親切にしなさい。
悪口を言うものに祝福を祈り、あなた方を侮辱す
るもののために祈りなさい（ルカ６章 27 － 28）」
　イエスは、この無償の愛・アガペーを実践して
みせました。イエスは、自分を憎み、迫害する人々
のことさえも愛したのです。
　「神に対する愛」「隣人愛」を土台としたイエス
の教えは、ユダヤ教の律法主義により厳しい規則
を守れず結果的に神の律法に反してしまい、自分
は救われることはないと思い込んでいた人々に
とっては大きな救いとなりました。

　そして、イエスが救いたかったのはまさにこのような人々でした。
　イエスは、現世で不幸にある者こそ、神の国（天国）で幸せになれるとして、無償の愛・
アガペーを実践するよう説いたのです。
　世界中で対立が起こり戦争も起きています。イエスの教えのように「敵をも愛し」世の中
が平和で平穏になるよう願うばかりです。

　最後に、お知らせですが今年度の新規事業として霊園最西端の駐車場の奥に「ペット合葬墓」
をお盆くらいまでに建立する予定です。
　一般墓エリアからは見えないところになります。近年、一人暮らしも多くなりペットを家
族同様にかわいがる方も増えています。その方々の想いに応えられるように事業化いたしま
す。詳細につきましては適宜ホームページ等での情報発信をしてまいります。
　お盆（８月 13 日）のお参りにつきましては、混雑する時間帯もありますので、なるべくお
参りの時間帯をずらせる方はご協力をお願いいたします。



お知らせ

■ 営業日・時間
【３月～ 11 月】

● 営 業 日：火曜日～日曜日（月曜日定休日）※月曜祝日の場合は火曜日定休日
● 営業時間：午前 10 時～午後４時

【 1 2 月 ～ ２ 月】
● 営 業 日：火曜日・木曜日・土曜日の週３日となります。
● 営業時間：午前 10 時～午後４時

■ お参り用の花販売について
● 春彼岸期間中
● お 盆 期 間 中
● 秋彼岸期間中

■ お願い
● ８月 13 日お盆のお参りについて

毎年、午前 10 時～午後２時までの間、非常に混雑し近隣での渋滞が発生します。
お参りの方は可能な限り日時をずらしていただきますようお願いいたします。

● お参りの際には、お供え物はお持ち帰り頂くようお願いいたします。
● ろうそくや線香の火は、火災の原因になる恐れがありますので消してからお帰
りください。

■ 諸手続きについてのお願い
墓地使用者（契約者）や、連絡者の住所・電話番号などの記載事項に変更がありま
したら、すみやかに霊園（023-625-2977）へご連絡をお願いいたします。

■ 墓地に埋葬する際の手続きについて
「埋葬許可証」を提出していただき、許可を得てから埋葬して頂くことになります。尚、
前もって納骨予定日時が決定したら、事前に連絡をお願いいたします。

■ 骨箱、卒塔婆の処分について
　 ● 骨箱のお焚き上げ料金は２千円をご負担願います。
　 ● 卒塔婆のお焚き上げ料金は１千円をご負担願います。

■ 造花の散乱について
風害やカラスのいたずらにより散乱した造花は、当園にて回収させていただきます。

公益財団法人　山形霊園
〒 990-2332　 山形市飯田五丁目 25番７号
電話番号　023-625-2977
http://www.yamagatareien.or.jp


